
（説明） 

チャレンジ問題１５（電気料金と割合の問題）   組  番 氏名         

 

 えいじさんは，学校の電気使用量について事務室から資料をもらい，調べてみました。 

 

                          学校の電気使用量 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

使用量（kWh） ９５００ １００００ １２５００ １６０００ ５０００ １４０００ 

 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

使用量（kWh） １３０００ １２５００ １１０００ １００００ １２０００ １１０００ 

                             ※ 電気使用量は，「kWh（キロワット時）」であらわします。 

 

（１）えいじさんは，７月の１６０００kWh がどれくらいの量なのかを，えいじさんの家の

電気使用量をもとに考えてみることにしました。 
えいじさんの家の７月の電気使用量は，３２０kWh でした。７月の学校の電気使用

量は，えいじさんの家の電気使用量の何倍になりますか。求める式と答えを書きま

しょう。 

 

       （式）               

                                                  答え           
  

（２）７月の学校の電気使用量が，えいじさんの家の何倍かわかって，えいじさんは

疑問を持ちました。えいじさんの学校は，子どもと職員を合わせると６００人，え

いじさんの家族は３人です。 
えいじさんの疑問を，割合の考え方で，数字や式を使って説明しましょう。 

 
 
 

 
 
 

 
 

  



チャレンジ問題１５（電気料金と割合の問題）解答・解説  

 

（１）（式）１６０００÷３２０＝ ５０ 

 

答え   ５０ 倍    

 

 

 

 

（２）（説明） 

【解答例】 

① ６００÷３＝ ２００ 

  １６０００÷３２０＝ ５０ 

学校の人数はえいじさんの家族の２００倍なのに，電気使用量は５０倍なので，学校

の電気使用量が少ないと思った。 

 

 

② ３÷６００＝       ３２０÷１６０００ ＝  

  

えいじさんの家族の人数は，学校の    なのに，電気使用量は    だから，

えいじさんの家の電気使用量が多いと思った。 

 

③ １人当たりの電気の使用量を，小数第一位を四捨五入して求めます。 

 

 １６０００÷６００ ＝ ２６．６  ３２０÷３ ＝ １０６．６ 

 

１人当たりの使用量を比べると，学校では２７kWh に対して，えいじさんの家では

１０７kWh もあり，えいじさんの家の電気使用量が多いと思った。 

 

 

 

 

２００ 

１ 

５０ 

１ 

２００ 

１ 

５０ 

１ 

７ ７

割合の表し方は，～倍，分数，１当たりの数

などがありました。どれを使っても，説明する

ことができます。 

えいじさんの家の電気使用量がもとにする量， 

７月の使用量が比べられる量になります。 

 比べられる量 ÷ もとにする量 ＝ 割合  

 


